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１．これまでの経緯・アクションプラン取組状況報告
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遠賀川流域生態系ネットワーク形成
推進協議会

作業部会

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

（１）これまでの経緯

（第2回 準備会）
・設立趣旨、規約（案）、取組方針（案）

（第2回 準備会）
・設立趣旨、規約（案）、取組方針（案）第１回 協議会

・設立趣旨、規約・取組方針
・流域における連携・協働の可能性

第１回 協議会
・設立趣旨、規約・取組方針
・流域における連携・協働の可能性

H30.8.1

（第1回準備会）
・設立趣旨、規約（案）取組方針（素案）

（第1回準備会）
・設立趣旨、規約（案）取組方針（素案）

H30.6.27

H30.2.26

第1回 作業部会
・関係機関アンケート、ヒアリング結果

第1回 作業部会
・関係機関アンケート、ヒアリング結果

H31.2.28

第２回 協議会
・取組についての状況報告
・連携・協働する取組について

第２回 協議会
・取組についての状況報告
・連携・協働する取組について

R1.7.24
第2回 作業部会

・取組についての状況報告
・連携・協働する取組について意見交換

第2回 作業部会
・取組についての状況報告
・連携・協働する取組について意見交換

R1.6.27

第3回 作業部会
・個別・連携・協働する取組み
・アクションプラン（素案）

第3回 作業部会
・個別・連携・協働する取組み
・アクションプラン（素案）

第３回 協議会
・取組み報告
・アクションプラン 承認

第３回 協議会
・取組み報告
・アクションプラン 承認

R1.11.29

第４回 作業部会
・取組み報告、アクションプラン（案)

第４回 作業部会
・取組み報告、アクションプラン（案)

情報共有・発信・啓発活動WG
・各WGの位置づけ、進め方
・実行計画について

情報共有・発信・啓発活動WG
・各WGの位置づけ、進め方
・実行計画について

R2.7.2

今回→

R2.8.24
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R2.12.18

第４回 協議会
・アクションプラン取組状況報告
・連携・協働アクションプランの当面の取組
（素案)作成進捗報告

第４回 協議会
・アクションプラン取組状況報告
・連携・協働アクションプランの当面の取組
（素案)作成進捗報告

R3.7.28 第５回 作業部会
・アクションプラン取組状況
・連携・協働アクションプランの当面の取組（素案)

第５回 作業部会
・アクションプラン取組状況
・連携・協働アクションプランの当面の取組（素案)

R3.7.16



（１）これまでの経緯：アクションプランと各WGの位置づけ
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■アクションプランとWGの位置づけ

・流域全体で連携・協働して、効率的・効果的にアクションプランを進めるため、つながる・つなげる
仕組みとして、以下のとおり、４つのワーキンググループ（以下WGという）を立ち上げる。
・それぞれのWGが軸となり、アクションプランを実践していく。

※「情報共有・発信・啓発活動WG」：生態系に関する情報共有・情報発信・啓発活動を担う。
※「外来生物対策WG」：外来生物の駆除に資する取組を担う。
※「自然環境WG」：農地環境・森林環境の保全、里地・里山の水辺ネットワーク形成に資する取組を担う。
※「社会環境WG」：人材育成、自然・歴史・文化的資源を活かした地域振興、多様な主体の連携を構築する取組を担う。

作業部会

情報共有・発信・啓発活動WG
（アクションプラン：№12・ №13・№14）

社会環境WG
（アクションプラン： №9・ №10・№11）

自然環境WG
（アクションプラン： №6・ №7・№8）

外来生物対策WG
（アクションプラン： №5）

取組状況共有

※アクションプランNo.1、No.2、No.3、No.4については、河川内の取組のため遠賀川河川事務所、福岡県土整備部
が主体で取組む



（１）これまでの経緯：アクションプランと各WGの位置づけ
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WG名
（リーダー）

構成メンバー

情報共有・発信・啓発
活動WG

遠賀川河川事務所、外来生物対策WGリーダー、自然環境WGリーダー、
社会環境WGリーダー

外来生物対策WG
（添田町）

環境省九州地方環境事務所、福岡県環境部、宗像・遠賀保健福祉環境事務所
北九州市、直方市、中間市、岡垣町、遠賀町、香春町、添田町、大任町

自然環境WG
（小竹町）

福岡県農林水産部、八幡農林事務所、飯塚農林事務所、嘉穂・鞍手保健福祉環
境事務所、飯塚市、宮若市、嘉麻市、小竹町、鞍手町、桂川町、福智町、赤村

社会環境WG
（福岡県土整備部）

福岡県県土整備部、直方県土、北九州県土、田川県土、飯塚県土
田川市、芦屋町、水巻町、糸田町、川崎町

■WG構成
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（２）R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

●R2年度の各関係機関のアクションプラン取組状況は以下のとおり。
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1 河口域干潟の保全・再生 ○ 1
2 河川の縦断的連続性の保全・再生 〇 〇 2
3 河川とその周辺の横断的連続性の再生 〇 〇 〇 〇 △ 5
4 河川における湿地環境の保全・再生 〇 〇 2
5 外来生物の駆除等 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 11
6 農地環境の保全・再生 △ 〇 △ 3
7 森林環境の保全・再生 〇 △ 〇 ○ 4
8 里地・里山における水辺のネットワーク形成 〇 〇 2
9 流域の環境を守る人材の育成 〇 △ 〇 〇 〇 〇 6
10 豊かな自然と歴史・文化的資源を活かした地域振興 〇 〇 ○ 〇 〇 △ △ △ 8
11 流域における多様な主体の連携 〇 〇 〇 〇 4
12 生態系に関する情報共有 〇 〇 〇 3
13 生態系に関する情報発信 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 9
14 生態系に関する普及啓発活動 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ 〇 ○ △ ○ 〇 △ 13

12 0 1 3 0 0 1 1 0 0 3 0 0 8 3 11 2 1 4 1 3 1 2 1 1 0 0 4 1 2 1 2 2 2
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（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

河川水辺の国勢調査の河川環境基図調査において河口域干潟の状況を調査、
確認。
※令和6年度に河川水辺の国勢調査と併せて詳細調査を実施予定。

■No.1 河口域干潟の保全・再生

■No.2 河川の縦断的連続性の保全・再生

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

令和2年年9月30日、遠賀川多自然魚道公園にて芦屋東小学校の４年生と総合的
学習の時間を活用して環境学習（生物調査・水質調査）を実施。

福岡県
田川県土整備事務所

・通り口井堰（猪位金川）の魚道整備による縦断連続性の確保。

■遠賀川多自然魚道公園周辺での環境学習
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■No.3 河川とその周辺の横断的連続性の再生

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

エコロジカルネットワーク再生事業
・下境地区（直方市）改良、上西郷地区（嘉麻市）整備を実施。
・目尾地区（飯塚市）、上西郷地区（嘉麻市）、金生地区（宮若市）で住民ワーキング、
魚類等モニタリング調査。

飯塚市 令和2年12月17日 目尾地区（浄土橋排水樋菅）
・遠賀川エコロジカルネットワーク住民ワーキングを開催し、樋管の川裏排水路で植
生土のう等の設置、意見交換会を実施。（連携：遠賀川河川事務所）
・春と秋に「目尾水辺の里」にて水生生物観察会を予定していたが新型コロナウイル
ス感染症防止の観点から中止。

宮若市 令和2年10月28日宮若市若宮総合支所研修室
・第１回金生地区エコロジカルネットワーク 住民ワーキング
・遠賀川水系エコロジカルネットワークの説明及び河川整備方針の会議。

嘉麻市 令和2年10月6日 遠賀川水系エコロジカルネットワーク住民会議を実施。

小竹町 ・エコロジカルネットワーク整備箇所での環境学習等の実施を予定していたが、新型
コロナウイルス感染症防止の観点から中止。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関
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■No.3 河川とその周辺の横断的連続性の再生

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

■エコロジカルネットワーク再生事業整備状況
（上西郷地区（嘉麻市））

■エコロジカルネットワーク再生事業 住民WG
（金生地区（宮若市））
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■No 4 河川における湿地環境の保全・再生

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

・中島（中間市）において自然再生事業のモニタリング調査（魚類・植物）実施。

福岡県 北九州県土
整備事務所

令和3年2月 5日 場所：中間市岩瀬西町（曲川）でブロックマットを用いた河川整備
を継続し、部分的に間詰土として現地発生土を使用することで、元の環境からの改
変を極力抑えた。
令和2年7月22日 場所：中間市岩瀬１丁目（曲川） 曲川の高水敷を遊歩道に整備
し、住民に親しみやすい水辺環境の創出を継続。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

■環境に配慮した河川整備（左：整備前、右：整備直後）
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■No.5 外来生物の駆除等

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

河川水辺の国勢調査（河川環境基図）による植生調査、外来生物含む植生図作成。
令和 3年 2月17日、特定外来生物オオクチバス勉強会を開催、Youtubeにて公開。

福岡県
環境部 自然環境課

・外来種（オオキンケイギク、アレチウリ等）防除リーフレットを県HPに公開し、普及
啓発を実施。

福岡県 嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所

【河川清掃】清掃および外来生物「オオキンケイギク」駆除を実施する予定であった
が、新型コロナウイルス感染症防止の観点から中止。

北九州市 令和2年4月1日～令和3年3月31日
外来生物に関するホームページの更新、ていたんプレスへの掲載等の情報発信

直方市 ・外来生物の情報発信（チラシ配布 窓口：通年）

飯塚市 【遠賀川一斉清掃】外来生物の駆除を実施する予定であったが、新型コロナウイル
ス感染症防止の観点から中止。
・市のＨＰにオオキンケイギク等の外来生物の駆除等について掲載。
・国・県からの外来生物に関するチラシの配架。

宮若市 令和2年4月～5月
・トヨタ自動車九州周辺にてオオキンケイギクの除去、処理。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関
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■No.5 外来生物の駆除等

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

遠賀町 【外来生物駆除活動】 令和2年4月29日 ミシシッピアカミミガメ 2個体捕獲（罠）
令和2年5月21日 ミシシッピアカミミガメ 2個体捕獲
令和2年6月17日 オオキンケイギク駆除 2袋

香春町 令和2年4月～令和3年3月
・役場公式HPにて外来生物の情報掲載の実施、役場にて国・県からの外来生物に
関するチラシの配架。

添田町 令和2年5月 歓遊舎ひこさん前河川敷
・遠賀川一斉清掃に合わせ、オオキンケイギクの駆除を予定していたが、新型コロ
ナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言の発令、新型コロナウイルス感染症防止の
観点から中止。

大任町 令和2年5月 大任町水辺公園（彦山川流域）
・役場職員による河川敷のオオキンケイギクの駆除を実施。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関
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■No.5 外来生物の駆除等

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

■外来生物勉強会の開催状況、YouTubeによる公開
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■No.6 農地環境の保全・再生

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

飯塚市 ・農産加工品のブランド化推進事業の実施を予定していたが、新型コロナウイルス
感染症防止の観点から今回は事業を中止。
・毎年市内の小学校４校の５年生を対象に農業体験（田植え、稲刈り）の実施を予定
していたが、新型コロナウイルス感染症防止の観点から今回は事業を中止。

芦屋町 令和3年3月18日山鹿小学校にてビオトープについて環境学習し、改修工事されたビ
オトープに樹木等を植える活動を実施した。

赤村 ・「Do you 農？」（イベント等）を実施する予定だったが、新型コロナウイルス感染症
防止の観点から中止。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

■No.7 森林環境の保全・再生

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

福岡県
環境部 自然環境課

・英彦山及び犬ヶ岳における生態系回復事業を平成28年度から実施中。シカの生息
状況調査や捕獲事業、絶滅危惧種の種子の保存を実施。

福岡県 嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所

「英彦山：レンゲツツジ」の保全活動及び自然観察会の実施を予定していたが、新型
コロナウイルス感染症防止の観点から中止。

北九州市 令和2年6月～令和3年1月 支流を含む遠賀川流域において9団体（北九州市遠賀川
環境保全活動団体支援助成事業）を対象に林道の整備や草刈り作業を実施

飯塚市 飯塚市自然体験プログラム「いいねん！」（飯塚市内の森でいきものや植物の観察会
全17回） を13回開催した（4回は新型コロナウイルス感染症防止の観点から中止）
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■No.8 里地・里山における水辺のネットワーク形成

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

・エコロジカルネットワーク再生事業において、目尾地区（飯塚市）の川裏水路に植
生土のうを設置。

飯塚市 令和2年12月17日
・目尾地区（浄土橋排水樋菅）にて、遠賀川エコロジカルネットワーク住民ワーキン
グを開催し、樋管の川裏排水路に植生土のう等の設置後、意見交換会を実施。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

■目尾地区（飯塚市） 植生土のう作成、設置、住民ワーキング
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■No.9 流域の環境を守る人材の育成

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

・遠賀川河川事務所職員による出前講座を小学生を対象に開催。

福岡県 嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所

・環境保全団体の交流会を実施する予定だったが、新型コロナウイルス感染症防
止の観点から実施できなかった。

北九州市 令和2年6月3日～令和3年3月31日
9団体（自然環境保全活動支援事業）自然環境保全活動に取り組む団体に対する
支援事業
令和2年6月～令和3年1月 16団体（北九州市遠賀川環境保全活動団体支援助成
事業）

・遠賀川流域の学生を対象に遠賀川の勉強会や専門家による講義を通じて、人
材育成を実施

飯塚市 ・市内の高等学校にて市職員による環境学習講座を行った。
・ゴーヤの植え付け会の実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大
防止の観点から中止したため、苗の配布を行い、家庭や施設等での緑のカーテン
プロジェクトを推進した。（配布期間：令和2年6月8日～12日）
・環境教育推進大会（エコスタいいづか）の実施を予定していたが、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止の観点から中止したため、活動発表の場として飯塚市のホー
ムページを活用し活動内容を掲載。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関



15

■No.9 流域の環境を守る人材の育成

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

岡垣町 令和2年9月4日
・波津海岸にて小学校4年生を対象に自然体験学習を実施。

香春町 令和2年4月～令和3年3月
・役場公式HP及び役場ロビーにて人材育成に関する研修会の情報発信やチラシ
の配架、環境学習や各種イベント等による普及啓発活動を実施。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関
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■No.10 豊かな自然と歴史・文化的資源を活かした地域振興

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

・遠賀川河川事務所HPにて遠賀川流域だより（自然環境、イベント情報）を公表

北九州市 時期：令和2年6月～令和3年1月 場所：支流を含む遠賀川流域
3団体（北九州市遠賀川環境保全活動団体支援助成事業）
・自然の大切さや水辺環境を知ってもらうため、カヌー大会を実施

直方市 ・遠賀川流域だより（遠賀川河川事務所作成）を窓口にて配布

飯塚市 ・飯塚市自然体験プログラム「いいねん！」（飯塚市内の森でいきものや植物の観察会
全17回） を13回開催した（4回は新型コロナウイルス感染症防止の観点から中止）

宮若市 令和2年9月～10月 宮若市犬鳴川河川公園
・彼岸花ライトアップを実施（9/20～9/27）・彼岸花フォトコンテストを実施（9/20～
10/5）・サプライズ花火を実施（9/26）

香春町 ・遠賀川流域の自然に触れ合えるウォーキング（九州オルレ筑豊香春コース）イベント
の実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症防止の観点から中止。
・遠賀川支流の金辺川にて町内小学校児童を対象としたサケの稚魚放流を実施する
予定だったが、新型コロナウイルス感染症防止の観点から中止。
・遠賀川支流の金辺川にて町内小学校児童を対象とした魚類・植物等の観察活動の
実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症防止の観点から中止。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関



17

■No.10 豊かな自然と歴史・文化的資源を活かした地域振興

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

福智町 例年各小学校、保育園で環境に関する体験学習を実施しているが、新型コロナの影
響で中止

赤村 ・戸城山森林公園（ほたる鑑賞バスツアー）、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止
の観点から中止

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

■飯塚市自然体験プログラム「いいねん！」 ■宮若市犬鳴川河川公園 彼岸花ライトアップ
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■No.11 流域における多様な主体の連携

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

令和2年10月31日
・流域住民団体と協働で遠賀川流域フェスタを開催し、河川敷に灯篭設置。

福岡県
県土整備部河川整備課

令和2年12月6日
・行政・学識者・地域住民・団体・学校等の多様な主体を含むイベント「ふくおか水も
り自慢！」を開催し、交流・活動を実施。（複数機関）

北九州市 令和2年4月1日～令和3年3月31日
北九州市自然環境保全ネットワークの会（ＮＰＯ・団体、事業者等で構成）におけ

る会員間の情報交換

飯塚市 令和2年8月2日（日） 場所：飯塚市太郎丸 穂波川左岸河川敷
内容：遠賀川カヌー駅伝大会を開催（連携：川づきあい交流会）
令和2年10月31日（土） 場所：芳雄橋下流の中之島
内容：遠賀川流域フェスタ ナイトリバーｉｎ飯塚を開催（連携：遠賀川流域フェスタ実
行委員会）

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関
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■No.11 流域における多様な主体の連携

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

■ふくおか水もり自慢！
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■No.12 生態系に関する情報共有

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

令和2年8月
・遠賀川流域生態系情報図ver2をHPにて公表。

北九州市 令和2年4月1日～令和3年3月31日
希少種及び特定外来生物の分布マップの庁内での共有

飯塚市 ・「飯塚いきものマップ（筑豊の自然を楽しむ会 令和元年作成）」の寄贈をうけ、市
内小学校へ配布を実施。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

■遠賀川流域生態系情報図ver2
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■No.13生態系に関する情報発信

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

・水質情報を「水文水質データベース」にて公表
・生物情報（河川水辺の国勢調査結果）を「河川環境データベースHP」にて公表。
令和2年8月
・遠賀川流域生態系NW協議会資料、アクションプランをHPにて公表。

福岡県
環境部 自然環境課

・福岡県生物多様性戦略（平成25年3月策定、平成30年3月改訂）を県HPにて公開
し情報を発信。

北九州市 令和2年4月1日～令和3年3月31日 ＨＰでの第２次北九州市生物多様性戦略等の
自然環境に関する情報の周知、啓発

直方市 ・遠賀川流域だより（遠賀川河川事務所作成）を窓口にて配布

飯塚市 ・遠賀川水系河川の水質調査を年2回（9月、2月）、穂波川については毎月調査を
行いＨＰで情報を発信。
・「第2次飯塚市環境基本計画」、「飯塚市地球温暖化対策実行計画（事務事業
編）」をHP等で情報発信。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関
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■No.13生態系に関する情報発信

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

田川市 ・遠賀川流域だより（遠賀川河川事務所作成）を庁内各課に配布し、情報提供
・遠賀川水系河川（彦山川、中元寺川）における任意の地点の水質調査を年３回
（７、１０、２月）実施。
・庁内で、生態系に関するポスター等を掲示（通年）。
・「第２次田川市環境基本計画」、「田川市地球温暖化対策実行計画（事務事業
編）」をHP等で情報発信。あわせて、進捗状況に関する状況についても、田川市環
境審議会のホームページで随時発信している。

芦屋町 令和2年9月16日
・芦屋町環境審議会 議事録をHPに掲載

水巻町 ・「水巻町 第2期環境基本計画」を令和3年3月に策定、ＨＰ等で情報発信。

糸田町 ・糸田町役場 住民センターにて生態系に関するポスター等の掲示（通年）

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関
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■No.13生態系に関する情報発信

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

出典：遠賀川流域だより No.73
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■No.14生態系に関する普及啓発活動

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

国土交通省
遠賀川河川事務所

・遠賀川河川事務所職員による出前講座を小学生を対象に開催。

北九州市 令和2年8月4日～令和3年2月16日 市立小学校19校での自然環境に関する出張授業
の実施
令和2年6月～令和3年1月 場所：支流を含む遠賀川流域 32団体（北九州市遠賀川環
境保全活動団体支援助成事業）・自治会を中心に地元の小学生等と水生生物調査を行
い、地域住民への普及活動を実施
令和2年6月～令和3年1月 支流を含む遠賀川流域
28団体、北九州市遠賀川環境保全活動団体支援助成事業。河川環境保護のため定期
的に河川周辺の除草作業やゴミ等の回収を実施

飯塚市 ・飯塚市自然体験プログラム「いいねん！」（飯塚市内の森でいきものや植物の観察会
全17回） を13回開催した（4回は新型コロナウイルス感染症防止の観点から中止）

田川市 令和3年3年3月14日
・田川市民会館 講堂にて講演会の実施。
・講演内容「 海洋汚染～川から海へ 今私達にできること～」川へのごみ投棄問題、特
に海洋汚染プラスチック問題

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関
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■No.14生態系に関する普及啓発活動

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

中間市 令和2年11月1日【曲川清掃活動】
・曲川を守る会主催で曲川の遊歩道清掃及び草刈り実施しているが新型コロナウイルス
感染症防止の観点から少人数で実施。
令和2年9月27日【堀川清掃活動】
・唐戸水門から中間小学校までの間を清掃。新型コロナウイルス感染症防止の観点か
ら今回は市職員少数で実施。

岡垣町 【矢矧川清掃活動】令和2年6月21日、9月20日、11月15日、3月21日
・ホタルが飛来する河川の草刈り、清掃活動を実施。
・ハマボウの保全団体に対し、活動補助を行った。
令和3年3月21日矢矧川サケの稚魚放流
・地域住民も参加する河川清掃の活動終了後に、サケの稚魚の放流を実施
令和2年9月4日自然体験学習（場所：波津海岸）
・小学校4年生を対象に、環境学習を実施。

宮若市 ・令和3年3月12日 場所：宮若市犬鳴川河川公園と若宮大橋上流

犬鳴川みどりの会と原田自治犬鳴会による地元小学生へのサケの成長についての
講演と当日は雨だったため大人によるサケの稚魚の放流

芦屋町 ・毎週水曜日に町内を美化巡視員による不法投棄の巡視活動実施

香春町 【金辺川流域清掃活動】令和2年4月～令和3年3月
・金辺川を守る会、松村産業㈱による清掃活動の支援(ボランティアごみ袋の提供、ごみ
の回収)の実施

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関
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■No.14生態系に関する普及啓発活動

機関名 取組み実施状況（年月日、場所、内容等）

糸田町 令和2年6月に、中元寺川河川敷の清掃を実施予定であったが、新型コロナウイルス感
染症防止の観点から中止。

糸田町教育委員会主催によるサケの稚魚放流を実施予定であったがコロナウイルス感
染症拡大防止のため、中止）

川崎町 令和2年6月、11月【町内一斉清掃活動】実施。

大任町 令和2年5月大任町水辺公園（彦山川流域）にて役場職員による清掃活動を実施。
令和2年6月 大任町水辺公園 ・町商工会、学校、行政が連携し、しじみの放流を行い、
環境・情操教育を実施。

福智町 令和2年10月11日 平和橋から合流地点福智町社会福祉協議会(主催)
年1～2回の清掃活動を行っている。例年実施される、福智町主催の環境美化運動は新
型コロナの影響で中止。

（２） R2年度のアクションプラン取組状況 関係機関

■曲川清掃活動（中間市） ■糸田町教育委員会主催によるサケの稚魚放流
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（２） R2年度のアクションプラン取組状況 地域住民・NPO等

【地域住民・NPO等の取組：N0.9 流域の環境を守る人材の育成】
●コロナ禍における地球環境問題を考える～ゴミ拾いで地球を救おう～、防災学習会、第
4回遠賀川環境学習指導者養成講座等の勉強会が開催されている。

出典：遠賀川流域だより No.71

■コロナ禍における地球環境問題を考える～ゴミ拾いで地球を救おう～勉強会

出典：遠賀川流域だより No.72
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（２） R2年度のアクションプラン取組状況 地域住民・NPO等

【地域住民・NPO等の取組：N0.10 豊かな自然と歴史・文化的資源を活かした地域振興】
●地域住民等が撮った花、風景等の写真を遠賀川流域2020春の風景写真集として紹介。

出典：遠賀川流域だより No.70
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（２） R2年度のアクションプラン取組状況 地域住民・NPO等

【地域住民・NPO等の取組：N0.10 豊かな自然と歴史・文化的資源を活かした地域振興】
●遠賀川の自然を活かした自然体験（カヌー、サイクリング）、イベントを開催。

出典：遠賀川流域だより No71

■カヌー体験、イベント
■サイクリングイベント
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（２） R2年度のアクションプラン取組状況 地域住民・NPO等

【地域住民・NPO等の取組：N0.11 流域における多様な主体の連携】
●遠賀川流域フェスタが8つの会場で「いのり」をテーマに同時開催された。

出典：遠賀川流域だより No72
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（２） R2年度のアクションプラン取組状況 地域住民・NPO等

出典：遠賀川流域だより No73

【地域住民・NPO等の取組：N0.11 流域における多様な主体の連携】
●第17回ふくおか水もり自慢！に福岡県内の住民団体、遠賀川流域住民団体等が参加した。

福岡県立直方高校 自然科学同好会遠賀川流域住民の会田川ふるさと川づくり交流会
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（２） R2年度のアクションプラン取組状況 地域住民・NPO等

【地域住民・NPO等の取組：N0.14 生態系に関する普及啓発活動】
●遠賀川流域各地で河川清掃、水辺のごみ見っけ等が行われ河川愛護の普及啓発がなされ
ている。

出典：遠賀川流域だより No71
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（２） R2年度のアクションプラン取組状況 地域住民・NPO等

出典：遠賀川流域だより No72
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（２） R2年度のアクションプラン取組状況 企業

【企業の取組：N0.5外来生物の駆除】
●令和2年4月～5月に計7回、トヨタ自動車九州（宮若市）が宮田工場周辺でオオキンケイ
ギク駆除を行っている。

トヨタ自動車九州によるオオキンケイギク駆除状況

実施主体：トヨタ自動車九州（宮若市）
内容：延べ56名で作業 宮田工場周辺1,500m, 101袋分駆除、宮若市が処分
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（３）WEBアンケート

●遠賀川流域の住民を対象に生態系NWアクションプランに関するWEBアンケートを実施した。
アンケート結果は、アクションプランへの関心度・取組状況・今後のニーズ等の初期値と
して活用する。また、アンケート自体が生態系ネットワーク形成の取組を地域住民へPRす
るための普及啓発活動ツールとなっている。

項 目 内 容

対象範囲 生態系ネットワーク形成の対象となる遠賀川流域の流域21市町村

アンケート数 上記対象範囲で1000サンプル（n=1,011)
（可能な限り市町村の男女別、年代別に沿った割合で配分）

調査期間 令和3年7月13～15日

質問内容 ・遠賀川の利用実態
・生態系、遠賀川流域生態系ネットワークの認知度
・アクションプランへの関心度、取組状況、ニーズ

■WEBアンケート 概要
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（３）WEBアンケート
■WEBアンケート結果 その1

年に10回以上

14.8 

年に6回～9回程度

2.5 

年に3回～5回程度

5.6 

年に1回～2回程度

10.9 

年に1回未満

13.1 

利用しない

53.1 

Q 遠賀川（本川および支川）は年間どれぐらいの頻度で利用していますか？あてはまるものを1つお選びください。

(%)

●遠賀川水系の利用は、「利用しない」が最も多く、次いで「年に10回以上」と2極化している。
●利用目的は「散歩」が最も多く、次いで「レジャー」となっている。
●遠賀川の河川環境が良いと感じるのは、「治水」、「自然（動植物）」の順となっている。

レジャー
（キャンプ・
釣り・カヌー

等）

環境学習
（研究）

生き物観察
（バード

ウォッチング
等）

スポーツ（ラ
ンニング・サ
イクリング

等）

散歩 その他

17.1 

2.3 
6.5 

16.5 

69.6 

15.4 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

Q 遠賀川（本川および支川）はどのような目的で利用しま

すか？あてはまるものを全てお選びください。
(%)

治水（安全
に水が流れ

る）

水質（水がき
れい）

観光施設
（遠賀川水
源地ポンプ

室等）

景観 自然（動植
物）

その他
 (%)

50.7 

27.1 

18.0 

40.7 

46.7 

4.8 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

Q 遠賀川（本川および支川）のどのような河川環境が良い

と感じていますか？あてはまるものを全てお選びください。

(%)
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（３）WEBアンケート
■WEBアンケート結果 その2

●生態系のイメージは、「動植物の生息環境」が最も多く、次いで「生物多様性」となっている。
●遠賀川生態系ネットワーク形成のHPを閲覧したことが「ある」人は13％となっている。
●アクションプランを「知っている」人は9％となっている。

動植物の生
息環境

外来生物 食物連鎖
（動植物間
のつながり）

人の営みと
の調和（里
地・里山等）

生物多様性
（多くの動植
物が生きて

いける）

環境教育 その他 特になし
 (%)

66.8 

37.9 

32.3 

24.6 

39.6 

22.0 

0.3 

9.6 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

Q 生態系と聞いて具体的にどのようなことを思い浮かべますか？

あてはまるものを全てお選びください。
(%)

ある

13.4 

ない

86.6 
)

Q 遠賀川流域生態系ネットワーク形成のホームページを閲覧したことはありますか？あて
はまるものを1つお選びください。 下記のURLをクリックし、ご覧になってからお答えください。
■ホームページバナー
http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/business/seitaikei_network/index.html

知っている

8.7 
知らない

91.3 

Q 遠賀川流域生態系ネットワーク形成で掲げているアクションプランを知っていますか？あて
はまるものを1つお選びください。 下記のURLをクリックし、ご覧になってからお答えください。
■アクションプラン
http://www.qsr.mlit.go.jp/onga/pdf/business/seitaikei_network/NW_actionplan.pdf
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（３）WEBアンケート
■WEBアンケート結果 その3

●アクションプランで興味がある活動は、「外来生物の駆除等」が最も多く、次いで「河川
の縦断的連続性の保全・再生」となっている。

【河口域干
潟の保全・
再生】・浜辺
や干潟の生
き物の観察
イベントや自
然再生のた
めの清掃活

動

【河川の縦
断的連続性
の保全・再
生】・魚道周
辺での生き
物が活動し
やすい川づく

りの活動

【河川とその
周辺の横断
的連続性の
再生】・日常
の水遊び、
魚とり、小学
校の環境学
習や清掃活
動・魚などの
生き物調査

【河川におけ
る湿地環境
の保全・再
生（多自然
川づくり）】・
湿地環境の
場を保全・再
生し、生き物
の棲み場づ
くり・川の生
き物を増や
すための学

習

【外来生物
の駆除等】・
外来生物（ブ
ラックバスや
オオキンケ
イギク等）の
勉強会や駆
除作業・外
来生物のイ
ベント（分布
や現状の発
表、食べる

等）

【人の営みと
自然が調和
した農地環
境の保全・
再生】・田植
え体験・生き
物に優しい
（減農薬・無
農薬）田ん
ぼ、畑づくり

【人の営みと
自然が調和
した森林環
境の保全・
再生】・森林
の定期的な
草刈り、除

伐・間伐・森
林を守るた
めのニホン
ジカの捕獲・
森林での自
然観察会や
森林浴など
のイベント

【里地・里山
における水
辺のネット
ワーク形

成】・里地や
水田・水路
の自然観察
会やホタル
観賞イベン

ト、清掃活動

【流域の環
境を守る人
材の育成】・
現場のプロ
による出前
講座や勉強
会（自然環
境や農業

等）・学校で
の環境学習
参加・環境
学習等を担
うリーダー育
成講座の開
催や勉強会

【豊かな自
然と歴史・文
化的資源を
活かした地
域振興】・風
景、歴史、文
化、人、観光
スポットの情

報取得や
ウォーキング
イベント、エ
コ（自然体

験）ツアー等
のイベントへ

の参加

【流域におけ
る多様な主
体の連携】・
河川周辺で
の花火大会
や祭り等と
いった大き
なイベント

【生態系に
関する情報
共有】・「コウ
ノトリ分布

マップ」、「外
来生物分布
マップ」、「生
態系情報
図」等環境
情報取得

【生態系に
関する情報
発信】・遠賀
川流域の水
質、生物情
報、行政に
よる環境保
全活動の情

報取得

【生態系に
関する普及
啓発活動】・
生物・水質
調査等の環
境学習、サ

ケの稚魚・シ
ジミ等の放
流への参
加・水辺の
安全講習、
自然体験活
動（カヌー教
室等）、清掃
活動等のイ
ベントへの

参加

あてはまるも
のはない

 (%)

26.9 

29.0 
27.8 

25.2 

31.1 

18.5 

20.7 

24.4 

11.5 

24.8 

22.3 

11.7 

16.2 

19.5 

23.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

Q 遠賀川流域のアクションプランについて、以下の質問に該当するものをお選びください。あてはまるものを全てお選びください。

アクションプランのうちどの活動に興味がありますか？
(%)
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（３）WEBアンケート
■WEBアンケート結果 その4

●アクションプランで参加したことのある活動は、「あてはまるものはない」が最も多く、
次いで「流域における多様な主体の連携」となっている。

【河口域干
潟の保全・
再生】・浜辺
や干潟の生
き物の観察
イベントや自
然再生のた
めの清掃活

動

【河川の縦
断的連続性
の保全・再
生】・魚道周
辺での生き
物が活動し
やすい川づく

りの活動

【河川とその
周辺の横断
的連続性の
再生】・日常
の水遊び、
魚とり、小学
校の環境学
習や清掃活
動・魚などの
生き物調査

【河川におけ
る湿地環境
の保全・再
生（多自然
川づくり）】・
湿地環境の
場を保全・再
生し、生き物
の棲み場づ
くり・川の生
き物を増や
すための学

習

【外来生物
の駆除等】・
外来生物（ブ
ラックバスや
オオキンケ
イギク等）の
勉強会や駆
除作業・外
来生物のイ
ベント（分布
や現状の発
表、食べる

等）

【人の営みと
自然が調和
した農地環
境の保全・
再生】・田植
え体験・生き
物に優しい
（減農薬・無
農薬）田ん
ぼ、畑づくり

【人の営みと
自然が調和
した森林環
境の保全・
再生】・森林
の定期的な
草刈り、除

伐・間伐・森
林を守るた
めのニホン
ジカの捕獲・
森林での自
然観察会や
森林浴など
のイベント

【里地・里山
における水
辺のネット
ワーク形

成】・里地や
水田・水路
の自然観察
会やホタル
観賞イベン

ト、清掃活動

【流域の環
境を守る人
材の育成】・
現場のプロ
による出前
講座や勉強
会（自然環
境や農業

等）・学校で
の環境学習
参加・環境
学習等を担
うリーダー育
成講座の開
催や勉強会

【豊かな自
然と歴史・文
化的資源を
活かした地
域振興】・風
景、歴史、文
化、人、観光
スポットの情

報取得や
ウォーキング
イベント、エ
コ（自然体

験）ツアー等
のイベントへ

の参加

【流域におけ
る多様な主
体の連携】・
河川周辺で
の花火大会
や祭り等と
いった大き
なイベント

【生態系に
関する情報
共有】・「コウ
ノトリ分布

マップ」、「外
来生物分布
マップ」、「生
態系情報
図」等環境
情報取得

【生態系に
関する情報
発信】・遠賀
川流域の水
質、生物情
報、行政に
よる環境保
全活動の情

報取得

【生態系に
関する普及
啓発活動】・
生物・水質
調査等の環
境学習、サ

ケの稚魚・シ
ジミ等の放
流への参
加・水辺の
安全講習、
自然体験活
動（カヌー教
室等）、清掃
活動等のイ
ベントへの

参加

あてはまるも
のはない

 (%)

4.6 4.3 5.6 4.2 4.5 3.4 3.2 4.0 
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Q 遠賀川流域のアクションプランについて、以下の質問に該当するものをお選びください。あてはまるものを全てお選びください。

アクションプランのうちどの活動（関連した活動含む）に参加したことがありますか？
(%)
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（３）WEBアンケート
■WEBアンケート結果 その5

●今後、取り組みたいアクションプランは、「あてはまるものはない」が最も多く、次いで、
「豊かな自然と歴史・文化的資源を活かした地域振興」、「流域における多様な主体の連
携」となっている。

【河口域干
潟の保全・
再生】・浜辺
や干潟の生
き物の観察
イベントや自
然再生のた
めの清掃活

動

【河川の縦
断的連続性
の保全・再
生】・魚道周
辺での生き
物が活動し
やすい川づく

りの活動

【河川とその
周辺の横断
的連続性の
再生】・日常
の水遊び、
魚とり、小学
校の環境学
習や清掃活
動・魚などの
生き物調査

【河川におけ
る湿地環境
の保全・再
生（多自然
川づくり）】・
湿地環境の
場を保全・再
生し、生き物
の棲み場づ
くり・川の生
き物を増や
すための学

習

【外来生物
の駆除等】・
外来生物（ブ
ラックバスや
オオキンケ
イギク等）の
勉強会や駆
除作業・外
来生物のイ
ベント（分布
や現状の発
表、食べる

等）

【人の営みと
自然が調和
した農地環
境の保全・
再生】・田植
え体験・生き
物に優しい
（減農薬・無
農薬）田ん
ぼ、畑づくり

【人の営みと
自然が調和
した森林環
境の保全・
再生】・森林
の定期的な
草刈り、除

伐・間伐・森
林を守るた
めのニホン
ジカの捕獲・
森林での自
然観察会や
森林浴など
のイベント

【里地・里山
における水
辺のネット
ワーク形

成】・里地や
水田・水路
の自然観察
会やホタル
観賞イベン

ト、清掃活動

【流域の環
境を守る人
材の育成】・
現場のプロ
による出前
講座や勉強
会（自然環
境や農業

等）・学校で
の環境学習
参加・環境
学習等を担
うリーダー育
成講座の開
催や勉強会

【豊かな自
然と歴史・文
化的資源を
活かした地
域振興】・風
景、歴史、文
化、人、観光
スポットの情

報取得や
ウォーキング
イベント、エ
コ（自然体

験）ツアー等
のイベントへ

の参加

【流域におけ
る多様な主
体の連携】・
河川周辺で
の花火大会
や祭り等と
いった大き
なイベント

【生態系に
関する情報
共有】・「コウ
ノトリ分布

マップ」、「外
来生物分布
マップ」、「生
態系情報
図」等環境
情報取得

【生態系に
関する情報
発信】・遠賀
川流域の水
質、生物情
報、行政に
よる環境保
全活動の情

報取得

【生態系に
関する普及
啓発活動】・
生物・水質
調査等の環
境学習、サ

ケの稚魚・シ
ジミ等の放
流への参
加・水辺の
安全講習、
自然体験活
動（カヌー教
室等）、清掃
活動等のイ
ベントへの

参加

あてはまるも
のはない

 (%)
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Q 遠賀川流域のアクションプランについて、以下の質問に該当するものをお選びください。あてはまるものを全てお選びください。

今後取り組みたいアクションプランはありますか？(%)



参考：水辺からはじまる生態系ネットワーク全国会議

●平成28年度に発足した「水辺からはじまる生態系ネットワーク全国会議」は、嘉麻市を含
めて、計32市町が会員となっている。

●令和3年2月5日に、「第5回 水辺からはじまる生態系ネットワーク全国会議」が開催され、
嘉麻市が参加された。

●参加した８自治体からは、トキ、タンチョウやコウノトリなどの地域のシンボルを活用し
た新たな商品開発やブランド化、水辺を活かした環境学習やエコツアーの開催など、取組
を通じて、流域の幅広い関係者の連携や地域活性化の動きが具体化している旨の報告が
あった。

ポイント
※生態系ネットワーク形成を進める上で、地域社会との関わりを持ち、流域での多様な主体と連携・協働した取組の
推進が必要。「水辺からはじまる生態系ネットワーク」を全国的に推進する上で、全国の首長が互いに情報を共有し、
取組の輪を広げていくことが重要

長沼町・大崎市・坂東市・小山市・野木町・鴻巣市・北本市・川島町・野田
市・我孫子市・いすみ市・東庄町・佐渡市・越前市・大垣市・羽島市

・一宮市・豊岡市・米子市・境港市・松江市・出雲市・安来市・雲南市

・奥出雲町・飯南町・鳴門市・阿南市・西予市・四万十市・嘉麻市・出水市
※太字・下線部は、新規加入市町

全国会議会員（32市町）
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